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令
和
２
年
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
全
世
界
が
未
曽
有
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
ま

し
た
。
幸
い
、
日
本
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
、
感
染
率
が

低
い
水
準
で
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

第
２
波
、
第
３
波
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
今
後
も
引

き
続
き
感
染
予
防
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
困
難
な
状
況
に
、
国
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
、
外
出
自
粛
要
請
に
よ
る
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
、
自
宅
で
過
ご
す
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
に
在
宅
勤
務
の

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
１

年
の
延
期
と
な
り
、
春
、
夏
の
甲
子
園
の
中
止
、
町
内
外

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
、
ま
た
は
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
経
済
的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
10
年
ほ
ど
前
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
大
幅
に
上
回
り
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
的
に
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
で
も
、
第
23
回
福
祉
バ
ザ
ー

は
延
期
、
ひ
と
り
暮
ら
し
仲
間
づ
く
り
旅
行
と
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
は
中
止
と
な
り
、
７
月
以
降
の
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
の
状
況
で
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
に
対
す
る
意
識
を

も
ち
な
が
ら
、
地
域
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え
あ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
町
民
、
行
政
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
、
町
全
体
が
力
を
合
わ
せ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。コ

ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
以
前
と
同
様
の
生
活
に
戻
る
の

は
も
う
少
し
先
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会

副

会

長

前

田

悦

男
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は
じ
め
に

５
月
１
日
よ
り
元
号
が
「
令
和
」

に
改
め
ら
れ
、
令
和
元
年
度
を
使
用

す
る
団
体
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
法

人
で
は
、
平
成
最
後
の
年
度
と
し
て

平
成
31
年
度
を
一
貫
し
て
使
用
い
た

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
10
月
の
台
風
19
号
に
よ

り
、
都
道
の
崩
壊
、
断
水
・
停
電
等
、

町
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
社
協
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
浴
室
を
乳
幼
児
や
高
齢

者
が
居
ら
れ
る
ご
家
庭
に
開
放
し
、

13
世
帯
25
名
の
受
け
入
れ
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
被
害
の
影
響
か
ら
当

法
人
の
最
重
要
事
業
で
あ
る
「
福
祉

大
会
」
は
中
止
と
い
う
苦
渋
の
決
断

を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、

令
和
２
年
の
年
明
け
か
ら
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、

感
染
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
３
月
実

施
予
定
で
あ
り
ま
し
た
第
５
回
理
事

会
及
び
第
２
回
評
議
員
会
は
、
書
面

に
よ
る
開
催
と
な
り
理
事
・
評
議
員

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
議
案
議
決
事
項
に
つ

い
て
承
認
の
同
意
書
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま

び
こ
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
・
推
進

し
、
福
祉
大
会
を
除
く
各
事
業
に
つ

い
て
町
民
皆
様
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

概
ね
順
調
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
の
重
要
な
事
業

と
し
て
、
高
齢
福
祉
分
野
で
は
、
在

宅
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

健
康
で
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
福
祉
機
器
と
車
椅
子

仕
様
車
の
無
料
貸
出
し
、
高
齢
者
見

守
り
相
談
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運

営
支
援
等
の
事
業
を
、
障
が
い
者
福

祉
分
野
で
は
、
障
が
い
者
が
自
立
し

た
生
活
を
送
り
積
極
的
な
社
会
参
加

が
図
れ
る
よ
う
、
障
が
い
者
団
体
の

運
営
と
活
動
の
支
援
、
障
が
い
者
自

立
支
援
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
分
野
で
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
買
い
物
支
援
、
通
院
支
援
、
見
守

り
支
援
が
図
れ
る
よ
う
、
地
域
さ
さ

え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
介

護
分
野
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
と
し
て
在
宅
高
齢
者
の
介
護
支
援

を
中
心
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
お
く
た
ま
、
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多

摩
の
運
営
を
、
子
ど
も
家
庭
分
野
で

は
、
地
域
に
お
け
る
育
児
環
境
の
福

祉
向
上
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
及
び

児
童
福
祉
事
業
を
、
そ
の
ほ
か
、
福

祉
団
体
へ
の
運
営
支
援
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
利
用
援
助
、
生
活
困
窮
者

等
に
対
す
る
相
談
・
支
援
・
貸
付
事

業
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

４
月
７
日
に
内
閣
総
理
大
臣
よ
り

１
都
７
府
県
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
令
さ
れ
、
東
京
都
知
事
か
ら

「
緊
急
事
態
宣
言
に
基
づ
く
措
置
」

が
発
表
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ
り
、
い
つ

収
束
す
る
の
か
五
里
霧
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す

外
出
支
援
事
業
、
地
域
支
え
あ
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
等
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
て
い
け
る
「
地
域
福
祉
」
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係

行
政
機
関
等
を
は
じ
め
、
町
民
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成３１年度 社会福祉協議会 事業・決算報告

理
事
・
評
議
員
の
就
任
・
退
任

民
生
委
員
及
び
自
治
会
連
合
会
の

改
選
等
に
伴
い
次
の
方
々
が
本
会
理

事
に
就
任
し
、
ま
た
、
評
議
員
を
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
就
任
】

理
事原

島

二
三
和

原
島

肇

任
期
：
令
和
２
年
３
月
26
日
か
ら
令

和
２
年
度
に
関
す
る
定
時
評
議
委
員

会
の
終
結
の
時
ま
で

【
退
任
】

評
議
員

坂
本

房
雄

森
田

富
實
雄

退
任
日

令
和
２
年
５
月
29
日

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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（単位：円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,326,000 0 3,326,000 0 3,326,000

寄附金収入 3,394,049 0 3,394,049 0 3,394,049

経常経費補助金収入 65,925,342 0 65,925,342 0 65,925,342

受託金収入 39,491,881 0 39,491,881 0 39,491,881

事業収入 1,293,173 296,750 1,589,923 0 1,589,923

介護保険事業収入 0 83,330,785 83,330,785 0 83,330,785

受取利息配当金収入 22,491 439 22,930 0 22,930

その他の収入 33,781 0 33,781 0 33,781

事業活動収入計(1) 113,486,717 83,627,974 197,114,691 0 197,114,691

支

出

人件費支出 79,618,216 63,085,482 142,703,698 0 142,703,698

事業費支出 17,111,386 8,743,157 2,585,443 0 25,854,543

事務費支出 16,776,907 5,778,788 22,555,695 0 22,555,695

分担金支出 67,000 0 67,000 0 67,000

助成金支出 1,542,000 0 1,542,000 0 1,542,000

事業活動支出計(2) 115,115,509 77,607,427 192,722,936 0 192,722,936

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

△1,628,792 6,020,547 4,391,755 0 4,391,755

【施設整備等による収支】

収
入施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

基金積立資産支出 727,823 0 727,823 0 727,823

施設整備等支出計(5) 727,823 0 727,823 0 727,823

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△727,823 0 △727,823 0 △727,823

【その他の活動による収支】

収
入

基金積立資産取崩収入 15,000,000 0 15,000,000 0 15,000,000

積立資産取崩収入 1,021,721 0 1,021,721 0 1,021,721

拠点区分間繰入金収入 0 12,626,000 12,626,000 △12,626,000 0

その他の活動収入計(7) 16,021,721 12,626,000 28,647,721 △12,626,000 16,021,721

支
出

積立資産支出 2,085,901 449,420 2,535,321 0 2,535,321

拠点区分間繰入金支出 12,626,000 0 12,626,000 △12,626,000 0

その他の活動支出計(8) 14,711,901 449,420 15,161,321 △12,626,000 2,535,321

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

1,309,820 12,176,580 13,486,400 0 17,150,332

予備費支出(10) 0 0 0 0 0

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

△1,046,795 18,197,127 17,150,332 0 17,150,332

前期末支払資金残高(12) 50,679,562 15,139,498 65,819,060 0 65,819,060

当期末支払資金残高(11)+(12) 49,632,767 33,336,625 82,969,392 0 82,969,392
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

3月26日 20,000円 福祉のために 留浦1,237
一般財団法人
小河内振興財団

3月27日 196円 福祉のために 匿 名

3月31日 1,500円
自宅で採れたホウレン草の売上
を福祉のために

氷川775 杉山 初

4月 2日 10,000円 福祉のために 匿 名

4月 2日 30,000円 ベッドを借りているお礼として 匿 名

4月 7日 19,560,105円 故澁谷孝由様の遺言執行のため 氷川1,410
故澁谷孝由様遺言執行
者 青木高幸

5月 1日 10,000円 車椅子を借りたお礼として 匿 名

5月15日 40,214円
同級会六七会解散に伴う残金を
福祉のために

青梅市勝沼3-97 六七会代表 塩野理司

5月15日 80,000円 青梅マラソンチャリティを
港区港南
4－6－49

一般財団法人
青梅マラソン財団

5月21日 100,000円 退職金の一部を福祉のために 匿 名

6月 3日 10,000円 福祉のために 匿 名

6月 4日 10,000円 ベッドを借りたお礼に 大丹波782 尾根 登

6月 5日 100,000円 コロナ対策に 大丹波733-5 大串勝廣

6月18日 20,000円 福祉事業振興のために 匿 名

月 日 物品・数量 住 所 氏 名

5月14日 手作り布マスク９枚 匿 名

5月21日 手作り布マスク１６枚 氷川799-6 河村育子

6月 9日
紙オムツ用尿取りパット

39枚×3袋 57枚×4袋
匿 名

6月 9日 シャワーチェア１脚 匿 名

6月 9日 雑巾３２枚 匿 名

6月18日 タオル２７本 匿 名

～ ６ 月 ２ ０ 日 ま で ( 敬 称 略 )
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昨
年
２
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
寿
清
院

(

栃
久
保)
の
住
職
で
あ
り
ま
し
た
故
澁
谷
孝
由

様
（
享
年
86
歳
）
の
ご
遺
言
に
よ
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
対
し
、
１
９
，
５
６
０
，
１
０
５

円
の
多
大
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
去
る
４
月
７
日
に
、

澁
谷
孝
由
様
へ
の
感
謝
状
を
、
故
人
の
遺
言
執

行
人
で
あ
る
青
木
高
幸
氏
へ
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

澁
谷
様
は
新
潟
県
の
生
ま
れ
で
奥
多
摩
町
に

来
ら
れ
て
か
ら
、
お
寺
で
の
お
務
め
の
傍
ら
、

大
学
に
通
わ
れ
、
保
育
士
の
資
格
を
取
得
し
、

氷
川
保
育
園
で
保
育
士
と
し
て
も
従
事
さ
れ
ま

し
た
。

澁
谷
様
は
生
前
、
当
時
を
振
り
返
り
「
子
ど

も
た
ち
と
親
し
く
な
れ
た
と
同
時
に
人
生
勉
強

に
も
な
っ
た
。
」
と
話
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

寿
清
院
の
住
職
と
し
て
奥
多
摩
町
で
暮
ら
す

上
で
、
檀
家
、
近
隣
の
寺
院
を
は
じ
め
、
町
内

の
皆
様
に
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
ご
寄
付
は
故
人
の
ご
遺
志
に
沿
っ
て
、

地
域
福
祉
事
業
を
通
し
て
奥
多
摩
町
の
た
め
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遺言執行者の青木高幸氏(左)と木村会長(右)

故 澁谷孝由住職

本
年
も
「
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」
の
寄
付

金
が
青
梅
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
青
梅
市
体
育
協
会
、
奥
多

摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
他
５

団
体
へ
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

例
年
、
青
梅
市
役
所
に
お
い
て
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
挙
行

さ
れ
る
の
で
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
会
福
祉
協
議
会
へ
い
た
だ
き
ま
し
た
８
万
円
の
ご
寄

付
は
、
地
域
福
祉
事
業
の
一
部
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多
大
な
ご
寄
付
に
対
し

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

青
梅
マ
ラ
ソ
ン
財
団
様
よ
り

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で
一
時
的
に
介
護
機
器
を
必

要
と
さ
れ
る
方
に
、
無
料
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸

出
し
、
回
収
の
運
搬
は
職
員
が
行
い
ま
す
。

ま
た
、
貸
出
期
間
は
原
則
６
ヶ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

期
間
の
延
長
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

貸
出
し
機
器

介
護
ベ
ッ
ド

車
い
す

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

エ
ア
ー
マ
ッ
ト
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奥多摩町にお住まいで、進学を希望する中学３年生、高校３年生、既卒者（高校中途退学者、高

等学校卒業程度認定試験合格者等）一定所得以下の世帯を対象に、学習塾などの費用や受験費用の

貸付を無利子で行います。また、高校、大学等に入学した場合、申請により返済が免除されます。

（１）学習塾等受講料貸付金（無利子） 貸付限度額：200,000円

（２）受験料貸付金（無利子）①高校等受験 貸付限度額： 27,400円

②大学等受験 貸付限度額： 80,000円

※1度の貸付で4回（校）分まで貸付可、1回あたりの受験料は23,000円まで

お申し込み・お問い合わせ：社会福祉協議会 電話 ８３－３８５５

申込対象要件

（１）世帯の生計中心者(20歳以上)であること

（２）世帯収入(父母等養育者)の総収入または合計所得金額を合算した金額が一定

基準以下であること

（３）世帯員の預貯金等資産の保有額が600万円以下であること

（４）世帯員が土地・建物を所有していないこと（現在居住している場所は除く）

（５）都内に引き続き１年以上在住（住民登録）していること

（６）生活保護受給世帯の世帯主または世帯員ではないこと

※この他にも条件があります。

※本人と同一世帯でない連帯保証人が必要です。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。

毎年、５月にご協力をお願いしております日本赤十字社会員へ
の加入と事業資金へのご協力ですが、新型コロナウイルス感染
症の影響により、８月１日～３１日に期間を変更して実施する
こととなりました。

日本赤十字社は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助
や福祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は
◎災害時等の救護・救援活動のために

◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

などの事業のほか、今回の新型コロナウイルス感染症に対

する医療支援にも役立てられます。
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東京都社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要な資金の貸付等を行

う生活福祉資金貸付制度を実施しております。

本制度につき、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世帯を低所得世帯

以外に拡大し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、償還免除の特例を設

けた緊急小口資金等の特例貸付を実施しています。

◯主に休業された方向け（緊急小口資金）
□対象者

新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な

生計維持のための貸付を必要とする世帯

※新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれば休業状態になくても対象となります。

□貸付上限額 ２０万円以内
□据置期間 １年以内 ※従来２か月以内とする取扱を拡大

□償還期限 ２年以内 □貸付利子・保証人 無利子・不要

□申込先 奥多摩町社会福祉協議会

（指定受付代行郵便局・労働金庫でも受付けています。）

◯主に失業された方等向け（総合支援資金）
□対象者

新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生活

の維持が困難となっている世帯

※新型コロナウイルスの影響で収入の減少があれば休業状態になくても対象となります。

□貸付上限額 （２人以上）月２０万円以内 （単身）月１５万円以内
□貸付期間 原則３ヶ月以内

□据置期間 １年以内 ※従来６ヶ月以内とする取扱を拡大

□償還期限 １０年以内 □貸付利子・保証人 無利子・不要

□申込先 奥多摩町社会福祉協議会

◯お申込みにあたって

□申請をスムーズに行うため、来所になる前に必ずご連絡ください。ご連絡がない場合は、

当日の申請ができない場合がございます。

□郵送による申請も行えますが、送金までにお時間がかかる場合がございますので、事前

にご相談ください。

※今回の特例措置では新たに、償還時において、なお所得の減少が続く住民税非課税世帯の

償還を免除することができることとしています。

申し込み・お問い合わせ：奥多摩町社会福祉協議会

電話８３－３８５５
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社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.okusyakyo.or.jp/borasen.htm

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う、当センター主催の事業の状況についてお知

らせします。

◯福祉バザー 延期（秋頃を予定、状況により中止）

◯ボランティアの集い 延期（秋頃を予定、状況により中止）

◯音訳ボランティア養成講座 中止

◯指圧講習会 中止

◯手話講習会 中止

◯夏体験ボランティア 中止

延期の福祉バザー、ボランティアの集いにつきましては、今後の状況により開催を

検討し、広報、防災無線等でお知らせいたしますので、宜しくお願いします。

荒 井 勝 美 様 子ども家庭支援センター 様 盛 田 正 輝 様

寿 楽 荘 様 坂 村 マ サ ヱ 様 大 氷 川 食 糧 販 売 所 様

原 島 た い 子 様 望 田 千 恵 子 様 匿 名 １ 件

これから暑い季節がやってきますが、感染症予防の為、暑い中で

マスクを付けてボランティア活動を行うという状況が出てくると思

われます。

マスクを着用しての活動は、負荷のかかる作業は避け、周囲の人

との距離を十分にとった上で、マスクを外しマメに水分補給と休憩

をとりましょう。


